
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
新

年
度
の
予
算
策
定
後
、
そ
の
後
五
年

間
の
中
期
財
政
見
通
し
が
、
市
の
積

立
金
で
あ
る
「
基
金
」
を
活
用
し
て

も
成
り
立
た
ず
、
三
〇
億
円
規
模
で

の
収
支
不
足
が
判
明
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
は
市
政
執
行
方
針
で

も
厳
し
い
財
政
と
の
べ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
実
態
に
つ
い
て
明
確
に
せ
ず
、

濁
す
内
容
で
し
た
。
こ
れ
は
、
市
長
、

企
画
財
政
部
が
市
財
政
の
深
刻
さ
を

認
識
し
た
の
が
、
予
算
編
成
ギ
リ
ギ

リ
前
の
２
３
年
１
２
月
で
市
長
は
、

『
財
政
健
全
化
計
画
』
を
ま
と
め
ら

れ
ず
、
『
議
会
答
弁
』
で
、
健
全
化

計
画
策
定
の
日
程
だ
け
で
を
示
し
、

そ
の
場
を
や
り
す
ご
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
日
程
で
は
、
年
末

の
市
民
説
明
会
開
催
後
は
「
時
間
が

な
い
の
で
、
聞
い
た
だ
け
」
と
、

『
新
年
度
予
算
の
提
案
』
を
健
全
化

プ
ラ
ン
の
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
ま
ま
提

案
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
結
果
、
健
全
化
『
基
本
方
針
』

策
定
は
八
月
末
ま
で
遅
れ
、
『
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
』
は
十
一
月
末
ま
で

遅
れ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
市
民

が
求
め
た
説
明
会
の
再
度
開
催
を

「
時
間
が
な
い
」
と
拒
否
す
る
の
は
、

筋
が
通
り
ま
せ
ん
。

全
て
の
事
業
・
施
設
は
市
民
と
共

に
作
っ
て
き
た
『
市
民
の
宝
物
』で
す
。

今
回
の
プ
ラ
ン
は
、
お
金
が
足
り

な
い
と
、
宝
物
を
捨
て
去
る
も
の
で
、

ど
う
や
っ
て
一
緒
に
守
る
か
の
話
し

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
簡
単
に
手

放
せ
な
い
の
は
、
当
然
で
す
。

説
明
会
で
の
市
民
の
発
言
を
聞
い

て
、
参
加
し
た
理
由
が
よ
く
分
り
ま

す
。「

驚
い
た
。
ど
う
し
て
突
然
こ
ん

な
事
態
に
な
る
の
か
」
「
何
か
違
う

方
法
は
な
い
の
か
」
「
こ
れ
か
ら
ど

う
し
た
ら
良
い
か
を
、
利
用
者
の
立

場
で
ど
う
検
討
し
た
の
か
」
と
、
納

得
の
い
く
検
討
内
容
を
示
す
よ
う
訴

え
て
い
ま
す
。

答
弁
で
は
、
財
政
の
実
態
か
ら

「
こ
の
方
向
で
考
え
て
い
る
」
と
、

押
し
つ
け
た
と
も
言
え
る
残
念
な
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

『
常
呂
の
市
営
浴
場
』
の
検

討
ほ
ど
に
丁
寧
さ
が
必
要

常
呂
の
「
市
営
公
衆
浴
場
」
の
検

討
で
は
、
議
会
議
論
の
中
で
、
市
は
、

約
５
年
間
に
、
利
用
者

の
自
宅
風
呂
の
な
い
世

帯
数
を
把
握
、
利
用
者

に
聞
き
取
り
し
、
自
宅

風
呂
を
利
用
し
に
く
い

世
帯
に
は
、
代
替
風
呂

の
利
用
券
と
、
代
替
風

呂
ま
で
の
交
通
費
も
計

上
す
る
な
ど
丁
寧
な
対

応
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
結
論
を
出
す

市
の
対
応
だ
と
思
い
ま

す
。
市
長
の
『
時
間
が

な
い
』
は
市
の
都
合
そ

の
も
の
で
す
。

議
員
と
市
長
に
、
様
々

な
「
あ
な
た
の
声
」
を
、

私
た
ち
市
議
団
に
も
お

寄
せ
下
さ
い
。

昨
年
１
２
月
、
市
作
成
の
財
政
健
全
化

計
画
に
関
し
、
市
長
に
よ
る
説
明
会
に
市

民
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
は
、
各
会
場
に
参
加
し
、

全
て
の
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
市
財
政
の
深
刻
さ
の
把
握
は
、

２
４
年
度
予
算
策
定
の
直
前
と
し
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
『
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
得

る
か
、
も
っ
と
前
か
ら
分
る
は
ず
』
と
反

発
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
市
長
は
、
財
政
困
難
の
理
由
を
、

「
こ
こ
数
年
の
人
件
費
や
物
価
高
騰
に
対

し
、
財
政
対
応
が
困
難
に
な
っ
た
」
と
し

た
こ
と
に
も
、
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け

ま
し
た
。

市
民
は
、
以
前
か
ら
「
財
政
困
難
と
な

る
可
能
性
を
も
っ
た
市
政
運
営
が
な
さ
れ

て
き
た
」
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

北
見
の
財
政
は
、
１
年
４
ヶ
月
前
の
市

長
選
挙
以
前
か
ら
、
市
が
財
政
の
実
態
を

表
す
指
標
と
し
て
使
う
『
経
常
収
支
比
率
』

や
、
『
将
来
負
担
比
率
』
は
道
内
主
要
都

市
で
も
突
出
し
た
状
況
で
悪
化
し
、
不
足

す
る
財
源
の
穴
埋
め
に
は
、
基
金
の
『
運

用
』
に
頼
り
切
っ
た
実
態
だ
っ
た
こ
と
が
、

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
議
会
や
議
員
は
何
を
し

て
い
た
の
か
」
と
チ
ェ
ッ
ク
の
弱
さ
が
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

破
綻
と
い
う
よ
う
な
、
市
財
政
の
実
態

に
つ
い
て
、
充
分
な
指
摘
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
日
本
共
産

党
市
議
団
は
、
合
併
特
例
債
に
よ
る
市
政

運
営
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
は
、
１
５
年
、
１

９
年
、
２
３
年
の
三
度
の
市
長
選
挙
で
候

補
者
を
擁
立
し
、
合
併
特
例
債
、
過
疎
債

に
頼
り
切
る
大
型
事
業
推
進
の
市
政
運
営

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
共
産
党
市
議
団
は
、
最
大
事
業

の
新
庁
舎
建
設
事
業
事
業
内
容
の
縮
減
を

提
案
し
、
カ
ー
リ
ン
グ
場
建
設
に
は
費
用

が
過
大
と
反
対
し
ま
し
た
（
市
長
選
Ｎ
Ｈ

Ｋ
調
査
で
４
割
の
市
民
が
反
対
）
。

私
た
ち
市
議
団
は
、
『
市
民
説
明
会
の

再
度
開
催
』
を
求
め
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
市
財
政
再
建
と
、
遅
れ
た

『
市
政
の
情
報
公
開
』
と
「
市
民
参
加
の

市
政
』
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

市
議

菊
池

豪
一

市
議

桜
井
由
美
子

この年明けに、職を失う、仕事を

失う、多数の市民に大きな不安

パークゴルフ場、トレセン、緑のセンター、

利用者が多いこれら施設の廃止。普通に喜ば

れてこれまで取り組まれてきた事業の削減、

廃止。こんな中で、職を失う多数の非正規職

員や、仕事を失う市の委託を受けて働く市民

に、大きな落胆と、不安が広がっています。

※
辻
市
長
が
、
市
財
政
の
困
難
な
実
態
を
、

２
３
年
１
２
月
ま
で
『
知
ら
な
か
っ
た
』

と
い
う
深
刻
な
事
実
は
、
菊
池
議
員
の
追

求
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。



北見赤十字病院改築支援 57億2900万円

市民スケートリンク整備 10億2400万円

市民温水プール整備 23億3100万円

北見中央図書館整備 21億9300万円

武道館建設事業 10億7400万円

駅前広場・バスターミナル 12億3000万円

市庁舎建設事業 90億2800万円

北見市民会館整備事業 17億3000万円

主な合併特例債事業

市
長
は
、
深
刻
な
市
財
政
の
要
因

を
こ
う
説
明
し
ま
し
た
。

『
本
市
は
広
大
な
面
積
と
低
い
人

口
密
度
の
中
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
公

共
施
設
を
多
数
維
持
し
て
い
る
。

財
政
的
な
余
力
が
小
さ
い
な
か
で
、

市
民
の
要
望
を
有
利
な
財
源
で
進
め

て
来
た
。
不
足
す
る
部
分
を
基
金
活

用
で
補
っ
て
き
た
が
、
投
資
的
経
費

の
償
還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
人
件
費

の
増
、
経
常
的
経
費
の
増
に
よ
り
こ

れ
ま
で
の
財
政
運
営
の
維
持
は
難
し

状
況
に
な
っ
た
」
と
繰
返
し
ま
し
た
。

説
明
を
聞
い
た
市
民
は
『
市
長
の

説
明
は
何
が
原
因
か
で
は
な
く
、
単

な
る
経
過
説
明
だ
。
気
が
つ
い
た
ら

で
は
、
話
に
な
ら
な
い
』
と
言
い
ま

す
。市

は
、
北
見
自
治
区
で
合
併
特
例

債
、
３
自
治
区
は
過
疎
債
で
公
共
施

設
を
次
々
建
設
し
ま
し
た
。
維
持
管

理
費
増
な
ど
財
政
悪
化
に
『
国
が
示

す
基
準
と
は
ま
だ
距
離
が
あ
る
』
と
、

●
『
と
に
か
く
削
れ
！
』

で
、
市
民
の
理
解
は
得
ら

れ
な
い

市
の
財
政
を
支
え
て
き
た
財
源

（
基
金
）
が
断
た
れ
、
市
長
は
、

「
市
民
の
負
担
を
せ
め
て
５
割
は
増

や
す
こ
と
が
必
要
だ
」
、
ま
た
「
経

費
の
か
さ
む
事
業
は
、
削
減
を
徹
底

せ
よ
」
「
数
が
多
す
ぎ
る
公
共
施
設

廃
止
は
思
い
切
っ
て
打
ち
出
せ
」
と

各
部
に
た
い
し
、
経
費
削
減
を
強
く

求
め
た
の
で
す
。

●
市
民
は
引
き
続
き
議

論
、
再
検
討
を
求
め
た

出
さ
れ
た
プ
ラ
ン
は
、
市
民
は
全

く
想
定
で
き
ず
『
寝
耳
に
水
』
の
内

容
で
す
。

◇
参
加
者
の
意
見
は
◇

▼
実
施
は
、
到
底
認
め
ら
れ
な
い

▼
プ
ラ
ン
と
し
て
提
案
す
る
前
に
、

『
こ
う
い
う
考
え
だ
』
と
投
げ
か
け

て
く
れ
な
か
っ
た
の
か

▼
唐
突
に
、
な
ぜ
こ
の
課
題
が
廃
止

や
見
直
し
対
象
と
な
っ
た
の
か

▼
見
直
し
の
事
業
に
つ
い
て
、
利
用

者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
聞
き
、
判

断
し
た
の
か
経
緯
の
説
明
を
。

▼
説
明
会
が
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
あ

と
検
討
結
果
は
説
明
さ
れ
る
の
か
聞

き
た
い
。

▼
説
明
に
意
見
だ
け
聞
い
て
、
あ
と

は
予
算
を
見
て
く
れ
で
は
、
こ
の
説

明
会
は
意
味
が
な
い
。

●
３
ヶ
月
、
半
年
、
一
年
、

複
数
年
と
、
時
間
の
確
保

予
算
案
の
作
成
は
間
も
な
く
で
あ

り
、
わ
ず
か
な
時
間
し
か
な
く
市
民

と
の
議
論
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
は
、
「
３
月
定
例
市
議
会
で
予

算
を
決
め
る
」
が
原
則
で
す
が
こ
の

変
更
が
必
要
で
す
。

▼
検
討
開
始
の
案
件
は
３
ヶ
月

▼
調
査
、
議
論
要
す
る
案
件
は
半
年

▼
公
共
施
設
の
取
り
扱
い
は
１
年
の

期
間
を
確
保
し
「
計
画
」
を
作
る

▼
再
検
討
や
時
間
が
必
要
と
判
断
す

る
案
件
は
複
数
年
の
時
間
確
保
を

●
財
源
確
保
に
、
全
体
予

算
の
縮
小
が
必
要
で
す

▼
可
能
な
全
事
業
費
予
算
を
一
定

割
合
で
縮
減
し
、
検
討
期
間
の
財

源
を
確
保
す
る
。

▼
市
民
と
共
に
、
財
源
確
保
の
た

め
の
取
組
み
を
開
始
す
る
。

検
討
の
た
め
に
時
間
と
財
源
を
確

保
し
、
市
民
、
市
、
議
会
で
、
内
容

の
調
査
と
検
討
を
行
な
う
こ
と
で
す
。

北
見
市
の
財
政
危
機
に
は
、

市
町
村
合
併
が
深
く
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
２
０
０

５
年
１
月
、
津
別
町
を
含
む

合
併
協
議
が
実
施
さ
れ
た
時

期
に
「
北
見
市
と
四
町
の
合

併
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う

小
冊
子
を
作
り
ま
し
た
。
最

近
、
こ
れ
を
読
ん
だ
方
が

「
こ
れ
今
の
北
見
の
こ
と
だ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
達
は
合
併
に
な
っ
て
も

「
福
祉
や
暮
ら
し
は
後
退
さ

せ
な
い
」
市
政
を
め
ざ
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
の
、

日
本
共
産
党
の
取
組
み
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

▼
合
併
特
例
債
の
活
用
を
最
小
限
と

す
る
た
め
、
新
庁
舎
事
業
の
縮
減
を

図
る
論
戦
と
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
者
に
よ
る
事
業
実
態
が

今
も
非
公
開
で
す
。
引
き
続
き
情
報

公
開
求
め
続
け
ま
す
。

▼
大
型
公
共
事
業
で
の
競
争
性
の
な

い
高
値
入
札
が
、
財
政
悪
化
の
要
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
予
定
価
格
を
、
全
て
事
後
公

表
に
せ
よ
と
求
め
て
い
ま
す
。

▼
新
カ
ー
リ
ン
グ
場
の
市
民
要
望
は
、

北
見
に
練
習
場
が
欲
し
い
で
し
た
が

「
過
剰
と
の
声
」
が
今
も
あ
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

★
１
２
月
定
例
議
会
、
宿
泊
税
導
入

議
案
に
『
宿
泊
料
五
千
円
以
下
は
免

税
と
す
る
修
正
案
』
を
提
案
。

★
子
ど
も
医
療
費
は
「
中
高
生
ま
で

の
実
現
を
」
の
運
動
が
、
市
民
に
広

が
り
実
現
し
ま
し
た
。

―
―
『
市
町
村
合
併
』
１
９
年
目
、

国
の
合
併
推
進
は
応
援
で
は
な
く
最

大
の
地
方
切
り
捨
て
で
し
た
。

深
刻
さ
は
な
く
、
交
付
税
措
置
が
大

き
く
減
少
す
る
１
５
年
後
、
２
０
年

後
へ
の
事
態
へ
の
対
応
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

合
併
せ
ず
『
自
立
』
を
選
択
し
た

自
治
体
の
危
機
感
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。

有
利
な
借
金
財
源
の
『
合
併
特
例

債
３
２
９
億
円
』
を
い
か
に
使
い
き

る
か
に
腐
心
す
る
市
の
行
政
運
営
が

続
き
ま
し
た
。

財
政
の
柔
軟
性
を
表
す
経
常
収
支

比
率
は
、
こ
の
５
年
間
で
９
５
％
を

越
え
、
２
３
年
に
は
、
限
界
値
（
９

９
・
３
％
）
に
引
き
上
が
り
ま
し
た
。

合
併
を
推
進
の
当
時
の
市
長
は
、

北
見
市
の
役
割
を
「
今
後
行
政
運
営

が
大
変
と
な
る
近
隣
町
を
、
助
け
る

こ
と
」
と
合
併
を
正
当
化
し
ま
し
た

が
、
合
併
は
当
初
か
ら
、
合
併
特
例

債
の
獲
得
が
ね
ら
い
で
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
カ
ー
リ
ン
グ
場
や

多
く
の
公
共
施
設
建
設
の
新
改
築
が

続
き
、
公
債
費
が
増
加
し
、
一
方
で

資
金
不
足
を
支
え
て
き
た
基
金
が
枯

渇
す
る
ま
で
に
深
刻
化
し
た
の
で
す
。

（
※
上
の
表
が
、
北
見
自
治
区
で
実

施
さ
れ
た
『
合
併
特
例
債
』
を
財
源

と
し
た
主
な
事
業
で
す
。
こ
の
合
計

で
２
４
３
億
円
に
な
り
ま
す
。
）


